
半数を確保したとしても、これま
での日本の政治のあり方は根本的
に転換せざるを得ない、というこ
とです。

（事務局）
政権与党の側が過半数を獲得したとしても、政治のあり方が

変わるというのは、どうしてでしょうか？

（堀添）
多くの国民が麻生政権に対して不支持を表明している理由は

なんでしょうか。私は、官僚主導で政治が機能していないこと
が、誰の目にも明らかだからだと思います。官僚主導政治を言
い換えれば、各省庁が、国益ではなく、自らの「省」益を最優
先とする政治、ということです。

各省庁も組織ですから、自らの組織の維持・発展をめざすこ
とは、ある意味当然かもしれません。しかし、そうした動きに

「政治の年」２００９年を迎えて
川崎市議会議員 ほりぞえ健

（１）民主党川崎市議会議員団ニュース ２００９年１月号

●1963（昭和38）年２月６日、高津区に
生まれ、高津小学校出身。桐朋中学、
高校を経て東京工業大学を卒業。

●東京都三鷹市で９年間、地域情報化や
プライバシー保護等に従事。

●セブンーイレブン本部での情報システ

ム構築をはじめ、ITを活用したシステ
ムづくりに従事。

●2003年4月、川崎市議会議員に初当選。
●2007年4月、同２期目当選。
●まちづくり委員会所属。
●ローカル・マニフェスト推進地方議員

連盟 共同代表
●民主党県連 政策調査会事務局長
●経済産業省 システム監査技術者
●妻と長女（高校３年）の３人家族

（事務局）
昨年秋からの厳しい経済状況の中、新しい年を迎えました。今

年は、総選挙と川崎市長選挙が予定されています。昨年、本市で
は選挙がありませんでしたから、本年は選挙の年となりますね。
（堀添）

そうですね。７月には東京都議会議員選挙があり、来年には横
浜市長選挙、参議院議員選挙も行われますから、しばらくは選挙
が続くことになります。しかし、今年は、単に選挙が多いという
以上に、政治が注目される年になると思います。

まず第一に、日本の戦後初めて、選挙によって政権が変わる可
能性があるということです。今までも「政局」による政権交代は
ありました。しかし、選挙を経ていない、国会内だけでの「政権
交代」では、結局のところ大きな改革はできません。さまざまな
ハードルを乗り越え、改革を実現するためには、やはり国民の民
意が明確に示される必要があります。そのためにも、来るべき総
選挙においては、政権を争う与野党の双方が、明確なマニフェス
ト、政権公約を示す必要があります。

そして第二に、これは第一にあげた内容と矛盾するように感じ
られるかもしれませんが、その選挙の結果がどうであったとして
も、おそらく選挙後には今までにない大きな改革が実行されるこ
とになるということです。言い換えれば、民主党を中心とする野
党が政権を担うことになればもちろんのこと、政権与党の側が過

民主党川崎市議会議員団 ほりぞえ健事務所
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２００９年１月号 Ｎｏ．５０
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〒213-0033 川崎市高津区下作延2ー8ー57 エスビル４階
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はないでしょうか。

そして、どういう順番で予算をつけていく
のか。その優先順位を示すのがマニフェスト
の役割です。

（事務局）
川崎市にとっては、どのような影響があり

ますか？

（堀添）
民主党が政権を担うことになればもちろん

ですが、現在の政権与党が引き続き政府を運
営することになったとしても、国と地方自治
体との関係も変わることになるでしょう。も
ちろん、変化のスピードに違いはでてくると
は思いますが。

現在のような、中央官庁による一律的な基
準にもとづく補助金行政では、財政的にも持
続が難しくなっていることは、中央官庁の官
僚自身が一番よくわかっているのではないか
と思います。

川崎市は人口増の影響もあり、平成２１年
度も今年度並みの予算規模を維持できる見込
みとなっていますが、こうした自治体は全国
的には例外です。とりわけ、法人からの税収
が大きな割合を占めている都道府県財政は、
まともに予算が組めない状況に近いのではな
いかと思います。

しかも、この状況は、今しばらく続きます。
短期的にはともかく、中長期的には、地方自
治体の予算規模は縮小していきますから、よ
り有効な税金の使い方、地域ごとに地域の実
情やニーズに合った予算配分が必要です。そ
のためには、事業別のひも付き補助金行政か
ら、一括交付金等による仕組みへと変えざる
を得ないだろうと思います。

その意味でも、平成２２年度予算の組み方
は、今までのやり方と比べて大きく変わるこ
とになるのではないでしょうか。

（事務局）
ありがとうございました。

（２）民主党川崎市議会議員団ニュース ２００９年１月号

（２００９年１月２８日）

対し、国民の意志を反映した「政治」がきち
んとコントロールできなければ、民主主義は
機能していないことになります。

まさに「むきだしの省益」に、総理も政権
与党も対抗することができないばかりか、調
整すら難しい現状が、国民の目にも明らかと
なっている。こうした状況を根本的に変える
ことができなければ、政権与党の側が総選挙
で多数を得ることはできないと、断言できる
状況ではないでしょうか。

（事務局）
どのように変わるということですか？

（堀添）
一言でいえば、政治が官僚をコントロール

できる仕組みを構築するということです。民
主党は、１００名の国会議員を各省庁に送り
込むとともに、事務次官や局長などの幹部職
員に対する人事権を大臣が持つという方針を
示しています。現在は、各省庁のトップであ
る大臣でさえ、実質的に人事権を持っていな
いということは、ある意味驚くべき状況であ
ると思います。おそらく政権与党が総選挙で
勝つためには、ほぼ同様の政策を打ち出すこ
とが必須ではないでしょうか。

（事務局）
政治が官僚をコントロールできると、なぜ

大きく変わるのですか？

（堀添）
官僚の人事評価は、内閣・大臣が示した政

策を実行・実現できたかどうか、という指標
によって行われることになります。このこと
は、川崎市はもちろん、ほとんどの地方自治
体においては、当たり前のように行われてい
ることです。

それに加えて、予算の組み方が根本的に変
わることが、さらに大きな変化をもたらすこ
とになると思います。

現在の国家予算の組み方は、基本的に各省
庁が事業を積み上げることによって行われま
す。各担当者が個別事業の予算を組み、その
予算を課、部、局でまとめ、それを集約した
ものが各省の予算となります。こうしたボト
ムアップ型の予算編成は、定常的な社会、右
肩上がりの状況の中では、効率的に機能しま
すが、現在のように大きく社会環境が変化し
ている状況の中では、機能不全につながりか
ねません。

今必要なのは、政治が明確な理念を示し、
その理念を実現する政策を形作り、その政策
を具現化する施策に展開し、事業として具体
化をする、というトップダウンの予算編成で



（３）民主党川崎市議会議員団ニュース ２００９年１月号

日 時：２００９年２月２１日（土）

午後３時半開場 午後４時開会

場 所：春夏秋冬 津田山茶寮

ＪＲ南武線 津田山駅より徒歩３分

（踏切を渡り、線路とマックスバリューの間の通路が近道です。）

会 費：３，０００円 （飲食代を含みます。）

「新春 市政報告の集い」のご案内

北川正恭 とのビデオコラムが公開！前三重
県知事

北川正恭ビデオコラム第４２回 地方議会不要論を問う

北川正恭ビデオコラム第４３回 混乱続く国政に地方議員が物申す
http://www.senkyo.janjan.jp/senkyo_news/0901/0901190710/1.php

http://www.senkyo.janjan.jp/senkyo_news/0901/0901100086/1.php



「川崎市政に参加する会」に参加して
２００８年１０月２７日開催

「地方分権・地域主権について」

今回のテーマは「地方分権をめぐる政権公約」の学
習でした。堀添市議から用意された資料は自公の「連
立政権合意」と民主党の「分権調査委員会案」など。
そのほかに『せんたく』や『内閣府』のものもありま
した。

まず、自公を中心に検討されている『道州制』につ
いての解説があり、利点としては「中央政府の負担が
軽くなり広域のインフラに適していること」、欠点と
しては「道州政府は住民から遠くなり、権限の強弱が
不明なこと」などが上げられました。それに対して民
主案は市町村を再編した『基礎的自治体』を基本にし
ており、あくまで地域の自治から考える立場を取って

います。参加者の話し合いは質問や感想から始まり、
次第に『この制度が実際に始まるときの問題点』に移
りました。つまり、形はどうあれ実際に活動する地域
の人達が「元気」であるためにはどうしたら良いのだ
ろう、ということです。「権限」と「金」と「人」の
うち、「人」が一番難しいわけですね。『意識を持っ
て』と一口に言っても、人同士が支え合いながら発露
していくためには「共同体」が育っていかなくてはな
りません。わが川崎では市議会の傍聴さえままならな
いのですから、過疎の地域だけでなく、政令都市の自
治についても先の長い活動が必要だと思いました。

（T.A 設備自営業）
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（４）民主党川崎市議会議員団ニュース ２００９年１月号

地方分権・地域主権の時代を担いうる市議会にむけて、議会基本条例の検討が進められてい

ます。議会改革の目的と方向性、そして具体的な中身について議論を行います。

政治資金ご寄附のお願い 「ほりぞえ健後援会」宛
郵便振替：高津郵便局 口座００２７０－１－２４１６９

銀行振替：川崎信用金庫 高津支店 普通０７９６２９４
地元から日本改革を実現するために､ご支援
賜りますよう､お願い申し上げます。

第３５回 「川崎市政に参加する会」のご案内

私たちの住む川崎市を「安心して暮らせるまち」に
していくためには、私たちの手でもっともっと変えて
いかなければならないと思います。

一人一人の主権者の皆様とともに、新しい川崎市の
あり方について、勉強し、議論し、実行していく場と
して、「川崎市政に参加する会」を開いています。

毎月、その時々にあったテーマを設定し、開催して
おりますので、皆様のご参加を心よりお待ち申し上げ

ます。

第３５回 ２月３日（火）午後７時～ 高津市民館

「地域主権時代における議会のあり方」
～地域主権と議会改革

日時：２００９年２月３日（火）
午後７時から８時半まで。

場所：高津市民館 第１会議室
溝の口駅前マルイファミリー
溝口１－６－１０ ０４４－８１２－１０９０


